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立春を過ぎ暦の上では「春」ですが、これからまだ気温の低い日が続きますので、健康管理

には十分気をつけてください。 寒いときこそ、元気の出ることば、やさいしいことばをかけあつ
て、せめて心の中は温かくしたいですね。

保健目標

正しい姿勢に努めよう

保健行事
1日 (月 )安全点検
1日 ～7日 生活習慣病予防週間

4日 (木 )薬物乱用防止教室 (1年 )
15日 (月 )自転車点検

スクールカウンセラー来校日 1日 (月 ) 8日 (月 ) 18日 (木 ) 25日 (本 )

保護者の皆様ヘ

新型インフルエンザ予防接種が始まつています。

先月号でもお知らせしましたが、新型インフルエンザの予防接種が中学生や一般の方

も受けられるようになりました。この機会にぜひ予防接種を受けることをお勧めします。

小川中学校のインフルエンザの流行は、いまのところ見られませんが、まだまだ油断

はできませんので、引き続き予防に努めてください。

こんな症状がある時は、至急医療機関に受診しましょう。

急を要する症状

・呼D7m困難きたは息切れがある。
・胸の痛みが続いている。
・嘔吐や下痢が続いている。
。3日以上の発熱が続いている。
・症状が長引いて悪化してきた。

☆☆町内、県内でノロウイrLス患者(感染性胃腸炎)が発生してιlきす。☆★

症状  吐き気、0屋吐、下痢、腹痛、軽度の発熱 (発症するまでの時間24～ 488寺間)

原因  汚染された貝や加熱不十分な物を食べた場合 患者の便や吐物から感染
感染力が非常に強い。

予防  手洗い、調理器具の消毒、食品の加熱、吐物の適切な処理
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食生涯に注意
指導 千葉県lr師会l」!事・�)(,法ノ、「」1活習慣lllJ防止に取1泄lむ市民と医療者の会」副理事長 篠官正樹先生

動脈硬イじや高脂血症なと、成ノ、かかかるといわれてしヽた病気に、子どももかかるようにな

り 「成ノ、病」は「生活習慣病」へと名 lllが変わりました。これらの病気は、食生活や運動
習慣なとか大きく影響しています。特に現イtは、フアス トフートやコンピニ良なと、脂質か

多く 栄震ハランスの悪い食事に偏らないよう注意か ll、要です。大ノ、になってから、一E易
についた生活習慣を変えるのは 簡単ではありません.10イtのうちから健康な体を作るしっ
かりした食習慣を心かけましょう。

Illl管の壁に脂質がた

まり、血液が流れにく

くなります。

心1蔵が全易にI「l液を

送るときに、血管に大

きなカカ朝0わってしま

います。

すい1蔵の働きが氏下

して、血液中の糖が高

くなり、放置すると失

1明や腎不全などの重大

な合併症を起こします。

体内に入った脂質が

分解されず t‐血液1こた

ま|づて|しまし`ます。i

:単に体重が多いだけ

でなく、胡旨肪細胞が増

加|した状態で、様々な

生活習慣病を起こしや

すくな り|ます。

「現干]蔵 1こ月旨月方が過剰に

たまりtl肝臓の機能を

低下させます。 | ‐

動 満羅農長:血省に悪い働‐きをする」‐ 。□―

リーレを減らしたり、糖分の野収1を穏やか|「したり1こす


